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♪

県
育
成
会
の
Ｈ
Ｐ
に
も
カ
ラ
ー
で
掲
載
中

♪

【
目
次
】

Ｐ
１

第
25
回
育
成
会
文
化
祭
り
に
つ
い
て
ご
報
告

Ｐ
２

第
25
回
育
成
会
文
化
祭
り
入
選
作
品
の
ご
紹
介

Ｐ
３

虐
待
防
止
権
利
擁
護
研
修
会
（
法
人
独
自
）
の
報
告
・
理
事
通
信

Ｐ
４

ゆ
ん
た
く
広
場
・
県
育
成
会
予
定

他

沖

縄

県

で

は

復

帰

50

周

年

記

念

事

業

と

し

て

、

国

民

両

文

化

祭

と

全

国

障

害

者

芸

術

文

化

祭

を

、

令

和

４

年

度

に

県

全

域

に

亘

っ

て

開

催

い

た

し

ま

す

。

国

民

文

化

祭

と

は

、

昭

和
61

年

よ

り
、

観

光

、

ま

ち

づ

く

り

、

国

際

交

流

、

福

祉

、

教

育

、

産

業

な

ど

の

各

関

連

分

野

と

連

携

し

、

地

域

の

文

化

資

源

等

の

特

色

を

生

か

し

た

文

化

の

祭

典

で

あ

り

ま

す

。ま

た

、

各

種

の

文

化

活

動

を

全

国

規

模

で

発

表

、

交

流

す

る

場

を

提

供

す

る

方

法

と

し

て

、

全

国

国

民

大

会

同

様

に

各

都

道

府

県

の

持

ち

回

り

で

開

催

し

て

い

る

文

化

の

祭

典

で

あ

り

ま

す

。同

様

に

、

障

が

い

の

あ

る

人

の

芸

術

や

文

化

活

動

へ

の

参

加

を

通

じ

て

、

そ

の

方

々

の

生

き

が

い

や

自

信

を

創

出

し

、

自

立

と

社

会

参

加

を

促

進

す

る

と

と

も

に

、

障

が

い

に

対

す

る

国

民

の

理

解

と

認

識

を

深

め

る

こ

と

を

目

的

と

し

た

同

様

の

祭

典

と

し

て

、

平

成

13

年

よ

り

開

催

さ

れ

て

い

る

全

国

障

害

者

芸

術

文

化

祭

が

あ

り

ま

す

。

そ

の

意

向

に

賛

同

し

て

、

沖

縄

県

手

を

つ

な

ぐ

育

成

会

で

は

、

未

曽

有

の

コ

ロ

ナ

感

染

症

が

県

内

に

充

満

し

て

い

る

現

状

で

の

感

染

防

止

対

策

も

あ

り

、

今

年

度

の

文

化

祭

り

の

形

態

を

、

従

来

の

集

合

体

に

よ

る

舞

台

発

表

に

換

え

て

、

日

常

生

活

の

中

で

十

分

に

鍛

錬

し

て

い

る

技

術

や

独

自

の

趣

向

に

よ

る

作

品

発

表

の

場

と

し

、

沖

縄

県

立

博

物

館

・

美

術

館

に

て

展

示

を

計

画

い

た

し

て

お

り

ま

し

た

。

し

か

し

、

終

息

の

兆

し

の

見

え

な

い

感

染

状

況

を

鑑

み

、

出

展

参

加

者

や

来

場

者

の

皆

様

へ

の

感

染

不

安

解

消

対

策

と

し

て

、

集

合

体

か

ら

作

品

集

に

変

更

せ

ざ

る

を

得

ま

せ

ん

で

し

た

。

私

た

ち

育

成

会

文

化

祭

り

の

趣

旨

は

、

障

が

い

の

あ

る

人

が

芸

術

や

文

化

活

動

へ

の

参

加

を

通

じ

て
、

そ

の

方

々

の

生

き

が

い

や

自

信

を

創

出

し

、

自

立

と

社

会

参

加

を

促

進

す

る

と

と

も

に

、

障

が

い

に

対

す

る

県

民

の

理

解

と

認

識

を

深

め

る

こ

と

を

目

的

と

し

て

お

り

ま

す
。

今

回

の

育

成

会

文

化

祭

り

の

大

変

急

な

企

画

変

更

に

も

関

わ

ら

ず
、

絵

画

部

門

57

点

（

団

体

９

・

個

人

48

）

、

書

道

部

門

10

点

、

手

工

芸

部

門

21

点

（

団

体

２

・

個

人

19

）

な

ど

、

作

品

の

応

募

形

式

に

よ

り

離

島

を

含

め

た

広

範

囲

か

ら

、

自

由

と

個

性

、

さ

ら

に

は

芸

術

性

に

あ

ふ

れ

た

素

晴

ら

し

い

作

品

の

参

加

が

寄

せ

ら

れ

ま

し

た

。

出

展

者

及

び

関

係

者

の

皆

様

に
、

心

よ

り

感

謝

を

申

し

上

げ

ま

す

。

（

第

25

回

育

成

会

文

化

祭

り

作

品

集

総

評

よ

り
）

♪
入
選
作
品
を
次
ペ
ー
ジ
に
載
せ
て
い
ま
す
♪
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～ 知的な障がいのある人と共に ～

アートキャンプ2001実行委員会
「顔」 野原 優子

（ワークセンター南城たんぽぽ所属）

★ 金 賞 ★

【
絵

画

部

門

】
おきなわ工房 「大きな木の下」

おきなわ工房の皆様

【
手

工

芸

部

門
】

★ 金 賞 ★

八重山地区手をつなぐ育成会
「タペストリー」仲松 幸清

（八重山育成園所属）

☆ 銀 賞 ☆

よもぎ学園 「虹の洗濯物」よもぎ学園３１名の皆様

【
書

道

部

門

】

★ 金 賞 ★

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
首
里

宮
里

和
美

☆ 銀 賞 ☆

特
定
非
営
利
活
動
法
人
て
ぃ
ー
だ
か
ん
か
ん

「
春
水
満
四
澤
」

天
久

希

入選された皆様、誠におめでとうございます☆入選された皆様には賞状と副賞が贈られました♪

☆ 銀 賞 ☆
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～ 知的な障がいのある人と共に ～

去
っ
た
２
月
26
日
、
第
55
回
沖

縄
県
知
的
障
が
い
者
教
育
・
福
祉
・

就
労
研
究
大
会
で
「
親
な
き
後
、

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
は
？
」
を
テ
ー

マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
ま
し
た
。

や
は
り
、
気
に
な
る
の
は
親
な
き
後
、
成
年
後

見
制
度
で
し
た
。
成
年
後
見
人
の
選
任
、
成
年
後

見
人
の
権
限
が
及
ば
な
い
事
項
や
注
意
を
必
要
と

す
る
事
項
等
多
く
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
市
民
後
見
人
も
存
在
す
る
と
の
こ
と
を

初
め
て
知
り
ま
し
た
。
全
国
育
成
会
で
も
昨
年
こ

の
制
度
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
そ

の
結
果
を
機
関
誌
「
手
を
つ
な
ぐ
」
10
月
号
に
も

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
知
的
障
害
者
が
利
用
す
る

に
は
報
酬
な
ど
課
題
が
多
い
と
し
て
、
制
度
利
用

者
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
で
す
が
「
利
用
し
て
よ
か
っ

た
」
と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。

平
成
28
年
成
年
後
見
制
度
の
利
用
の
促
進
に
関

す
る
法
律
を
制
定
し
課
題
の
整
理
と
解
決
法
策
の

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
受
け
て
、
県
・

市
町
村
は
、
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
協
議
会
を

設
置
し
て
、
ど
う
す
れ
ば
利
用
し
や
す
い
か
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

そ
の
人
ら
し
さ
を
支
え
る
存
在
と
し
て
、
成
年

後
見
制
度
は
、
親
な
き
後
を
も
考
え
る
上
で
重
要

な
制
度
で
す
。
が
、
今
の
ま
ま
で
は
使
え
ま
せ
ん
。

法
改
正
に
向
け
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え

ま
す
。

副
理
事
長

砂
川

好
彦

ー

親
な
き
後

ー

理

事

通

信

令和３年度障害者虐待防止・権利擁護研修のご報告

沖

縄

県

手

を

つ

な

ぐ

育

成

会

主

催

で
「
令
和
３
年
度
障
害
者
虐
待
防
止
・

権

利

擁

護

研

修

会

」

を

、

２

月

21

日

（

月

）

に

、

コ

ロ

ナ

感

染

防

止

対

策

と

し

て

、

オ

ン

ラ

イ

ン

に

て

開

催

し

ま

し

た

。

令

和

４

年

４

月

よ

り

、

障

が

い

事

業

所

で

は

、

虐

待

防

止

委

員

会

（

仮

称

）

、

虐

待

防

止

責

任

者

、

虐

待

防

止
研
修
が
義
務
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た

事

に

よ

り

、

事

業

所

管

理

者

の

み

な

ら

ず

、

支

援

員

の

意

識

も

高

ま

っ

て

お

り

、

熱

意

の

あ

る

受

講

状

況

が

画

面

で

も

伝

わ

っ

て

き

ま

し

た

。

研

修

内

容

は

、

３

つ

の

簡

素

化

し

た

個

人

ワ

ー

ク

後

に

、

障

害

者

権

利

擁

護

と

し

て

障

害

者

差

別

解

消

法

の

合

理

的

配

慮

、

障

害

者

虐

待

防

止

法

の

趣

旨

な

ど

に

つ

い

て

２

時

間

の

講

義
を

オ
ン

ラ
イ

ン
研

修
と

し
て

行

い
、

受

講

後

に

は

「

受

講

証

明

書

」

を

発

行

い

た

し

ま

し

た

。

終

了

後

の

受

講

者

ア

ン

ケ

ー

ト

に

は

、

「

改

め

て

考

え

る

こ

と

が

い

っ

ぱ
い

あ
っ

た
内

容
で

、
日

頃
の

行

動
、

発

言

、

一

つ

一

つ

を

意

識

し

て

、

利

用

者

と

接

し

て

い

き

た

い

」

な

ど

の

前

向

き

な

ご

意

見

が

た

く

さ

ん

あ

り

ま

し

た

。

今

後

も

県

育

成

会

は

積

極

的

な

権

利

擁

護

研

修

を

行

い

、

障

が

い

の

あ

る

当

事

者

や

家

族

、

そ

し

て

支

援

者

の

皆

様

に

、

積

極

的

な

研

修

を

行

っ

て

い

く

所

存

で

す

。

令

和

３

年

11

月

15

日

（

月

）

に

行

わ

れ

た

令

和

３

年

度

沖

縄

県

手

を

つ

な

ぐ

育

成

会

チ

ャ

リ

テ

ィ

ゴ

ル

フ

大

会

の

報

告

会

が
、

３

月

25

日

（

金

）

県

総

合

福

祉

セ

ン

タ

ー

に

て

行

わ

れ

ま

し

た
。

な

お

、

当

チ

ャ

リ

テ

ィ

収

益

金
の
約
45

万
円
は
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー

ゴ

ル

フ

大

会

実

行

委

員

会

か

ら

県

育

成

会

に

ご

寄

付

い

た

だ

き

ま

し

た

こ

と

を

書

面

に

て

報

告

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

皆

様

の

温

か

い

ご

支

援

を

有

意

義

に

活

用

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

本

当

に

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。
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機
関
誌
「
手
を
つ
な
ぐ
」
は
、

中
央
情
勢
・
各
地
育
成
会
の
活
動
、
ま
た

特
集
コ
ー
ナ
ー
で
、
教
育
・
福
祉
・
就
労
・

医
療
等
の

新
の
情
報
が
わ
か
り
や
す
く

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
申
込
み
ご
希
望
の
方
は
、

県
育
成
会
ま
で
一
度
ご
連
絡
下
さ
い
。

＊
年
間
購
読
料

３
，
９
０
０
円

☆
５
月
９
日
（
月
）
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

県
育
成
会
第
１
回
理
事
会

☆
５
月
29
日
（
日
）
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

令
和
４
年
度
定
期
総
会

☆
３
月
１
日
（
火
）
～

全
国
大
会
代
替
式
典
動
画
配
信
開
始

☆
３
月
８
日
（
火
）
県
育
成
会
事
務
局
内

ち
ゅ
ら
島
文
化
祭
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
会
議

☆
３
月
16
日
（
水
）
県
育
成
会
事
務
局

３
役
会
議

☆
３
月
25
日
（
金
）
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

第
３
回
理
事
会

～ 知的な障がいのある人と共に ～

編
集
者

理
事
長:

田
中

寛

沖
縄
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
事
務
局

配布募集

県
育
成
会
行
事
予
定
４
月
・
５
月

県
育
成
会
行
事
報
告
３
月

賛

助

会

員

加

入

の

お

願

い

☆
賛
助
会
員

個
人:

１
口

千
円

☆
団
体
会
員

企
業
・
団
体:

１
口

五
千
円

★
琉
球
銀
行
・
石
嶺
支
店(

普)

４
４
４
１
０
０

♪
連
絡
先:

沖
縄
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

℡

０
９
８
（
８
８
２
）
５
７
２
７

♪
申
込
書
は
県
育
成
会
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
能
で
す
。
是
非
ご
利
用
下
さ
い
。

沖
縄
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
へ
の

か
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

☆
★

賛
助
会
員
の
趣
旨

☆
★

沖
縄
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
は
、

知
的
に
障
が
い
の
あ
る
子
を
持
つ
親

等
を
中
心
に
結
成
さ
れ
、
「
知
的
障

が
い
者(

児)

の
心
豊
か
な
暮
ら
し
」
、

「
社
会
が
障
が
い
の
有
無
に
係
わ
ら

ず
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合

う
共
生
社
会
」
の
実
現
を
目
標
に
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
目
標
の
下
、
知
的
に
障
が
い

の
あ
る
人
の
自
立
と
社
会
参
加
を
推

進
す
る
た
め
、
育
成
会
文
化
祭
り
、

沖
縄
県
ゆ
う
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、

研
修
会
、
本
人
活
動
支
援
事
業
等
多

く
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

当
会
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、

活
動
の
資
金
的
な
ご
支
援
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

「
四
天
王
」
と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
。

以
下
、
ネ
ッ
ト
の
情
報
に
よ
り

ま
す
と
、
仏
教
の
４
人
の
守
護
神

（
持
国
天
、
増
長
天
、
広
目
天
、

多
聞
天
）
の
こ
と
を
言
い
、
「
あ

る
部
門
や
弟
子
、
部
下
な
ど
の
中

で
、
最
も
優
れ
て
い
る
者
４
人
」

を
い
う
呼
称
と
な
っ
た
と
の
こ
と

で
す
。

ち
な
み
に
「
３
」
と
い
う
数
字

を
日
本
人
が
好
き
な
理
由
は
陰
陽

思
想
に
あ
る
と
の
こ
と
で
、
奇
数

を
陽
数
と
し
て
尊
び
、
偶
数
は
陰

数
と
し
て
嫌
う
と
の
こ
と
で
す
。

そ
う
言
え
ば
祝
宴
で
の
ご
祝
儀

は
奇
数
で
、
悲
し
み
事
は
偶
数
。

さ
ら
に
「
三
三
九
度
」
や
「
七
五

三
」
、
ひ
な
祭
り
（
３
月
３
日
）

や
端
午
の
節
句
（
５
月
５
日
）
な

ど
の
お
め
で
た
い
儀
式
は
奇
数
。

そ
し
て
「
３
」
に
限
る
と
、
「
早

起
き
は
三
文
の
徳
」
「
三
人
寄
れ

ば
文
殊
の
知
恵
」
「
三
種
の
神
器
」

な
ど
の
、
こ
と
わ
ざ
に
も
多
く
あ

り
、
「
日
本
三
景
」
「
三
名
園
」

な
ど
、
優
れ
た
景
色
や
庭
園
、
な

ど
で
使
用
す
る
な
ど
「
３
」
は
、

と
て
も
縁
起
の
い
い
数
字
の
よ
う

で
す
。

私
た
ち
団
塊
の
世
代
で
忘
れ
ら

れ
な
い
「
御
三
家
」
は
、
橋
幸
夫
、

舟
木
一
夫
、
西
郷
輝
彦
の
３
人
で
、

そ
の
中
の
西
郷
輝
彦
さ
ん
が
75
歳

で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

我
が
大
切
な
友
人
は
、
酔
う
と

必
ず
ロ
レ
ツ
の
回
ら
ぬ
口
調
で
、

「
高
校
三
年
生
」
を
何
度
も
繰
り

返
し
熱
唱
す
る
の
が
常
で
し
た
が
、

そ
ん
な
彼
が
病
で
旅
立
ち
既
に

２
年
に
な
り
ま
す
が
、
愛
し
さ
は

い
つ
ま
で
も
尽
き
ま
せ
ん
。

そ
し
て
先
日
、
思
い
も
か
け
ず

私
が
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
方
の

訃
報
が
届
き
、
と
て
も
辛
い
思
い

を
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
家
族
葬
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
と
の
事
で
す
が
、

奥
様
の
認
知
症
に
よ
り
、
訃
報
を

告
げ
る
連
絡
先
が
判
明
し
な
か
っ

た
と
の
理
由
で
、
私
の
元
に
知
人

か
ら
連
絡
が
届
い
た
の
は
半
月
後

と
な
り
ま
し
た
。
悲
し
い
こ
と
に

最
後
の
面
会
が
叶
わ
な
い
ま
ま
永

遠
の
別
れ
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。コ

ロ
ナ
禍
の
閉
鎖
さ
れ
た
生
活

環
境
に
お
い
て
は
、
経
済
の
悪
影

響
の
み
な
ら
ず
、
辛
い
こ
と
に
人

間
関
係
に
も
大
き
な
空
間
を
作
る

為
に
、
大
切
な
絆
が
絡
ま
り
、
も

つ
れ
、
切
れ
て
し
ま
い
そ
う
な
思

い
で
す
。

親
交
の
深
か
っ
た
大
切
な
人
の

携
帯
番
号
は
消
す
こ
と
も
出
来
ず
、

そ
の
名
前
を
見
る
に
つ
け
淋
し
さ

に
胸
が
痛
み
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
皆
様
も
健
康
に
留
意

さ
れ
、
お
体
を
ご
自
愛
下
さ
い
。

沖
縄
電
力
株
式
会
社
様
よ
り
、
永
年

ご
支
援
頂
い
て
お
り
ま
す
「
沖
縄
県
知

的
障
が
い
者
教
育
・
福
祉
・
就
労
研
究

大
会
」
へ
の
ご
協
賛
に
つ
い
て
、
昨
年

度
も
厳
し
い
社
会
状
況
の
中
、
沖
縄
県

の
知
的
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
へ
の
温

か
い
ご
支
援
と
し
て
、
多
額
の
広
告
協

賛
金
を
頂
き
ま
し
た
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

沖
縄
電
力
株
式
会
社
様
よ
り

協
賛
金
を
頂
き
ま
し
た


